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1. 	 入脊髄濠におけるムコ多糖について
。増田純男，東山義龍，山間昭義(千大〉
今回我々は，脊髄睦造影撞行時採取した髄設を用いて
ムコ多替の定住試験を行なった。従来の方法により抽出
電気泳動を行ない，人脊髄液中iこ含まれるムコ多糖の主
成分はコンドロイチン 4また辻 6硫酸， デノレマタン硫
酸， ヒアノレロン酸であると誰定された。
線維北に関誌の深いデソレマタン硫酸が含まれていたこ
とは，最近話題となっている癒着控クモ摸炎の病因を考
える上で重要主示唆を与えるのではないかと思われる。 
2. 	 e大な cystを生乙た慢性関蔀リウマチの 1例 
0吉永勝訴，松井宣夫，守屋秀繁
北京宏，東山義龍，勝呂徹
土田豊実 〈千大〉
野手勲一〈千葉市立〉
症例は41歳，女性， classical豆A 患者。多発関部痛及
び左投開館運動障害が出現。左大麗骨骨頭頚部と内穎， 
Z歪骨上端に Iargecystic lesionを認め，人工設関節置換
街を行った。 cystの内容は肉芽組織で， pannusより連
続的に骨内に拡がったものと考えられた。 RAの large 
cystic lesionは geodesと呼ばれ稀である。 RA患者の
設関節X藤的検索により geodesを見た抱の一例と共に
文書長的考察を加えて報告した。 
3. 	 ~呈性爵笛 1) ウマチの露関節にお iナる骨軟膏の病理
学的検索について 
0土田豊実，松井宣夫，守屋秀繁
北京宏，s寿呂徴，吉永勝司I1
〈千大〉
野平勲一〈千葉市立〉
慢性関箆リウマチの患者に最近人工関節置換街が行わ
れるようにな孔接関節周辺の骨軟骨の変化が重接にみ
られるようになった。滑摸の変化では滑摸結抱の増生な
どの炎症所見があり，移行部より軟骨表面にむかつてパ
ンヌス増生がおこる。さらにこの移行部より軟骨下に侵
入し上下より軟骨をおかす。さらに骨へと侵入してい
く。今回8症例8爵節につき，大腿骨内外穎，控骨高原
の骨，軟骨及び滑摸の病理学的検索を行ったので報告す
る。 
4. 硬組織学的検討を加えた強董性脊控炎の 1治験倒
について
。中田好賠，松井宣夫，宮坂斉
後藤透雄，栗原真，斉藤康文
(千大〉 
Harrington lnstrumentationによる脊椎嬬正手術を行
った強室性脊雄炎の 1例について組織学的検討を加えて
報告した。症例は33議の男性で主症状は襲背部痛，脊柱
可槙性制限による ADL障害である。 X線像ではイ出場
関節，絢， !要権推間関節の骨性強産を認めた。脊椎矯正
と画定を昌的とした H.1.を行い， ADL改善を認め
た。組織学的には，炎症所見，内軟骨性骨化主体の骨形
成所見，および長期間を経た改造所見が示された。 
5. 軸稜童扶突起説白骨折2例の治療経験と軸椎の硬
組織学的検討について
。雄賀多聡，小林英夫，守屋秀繁
後藤澄雄 (千大〉
症例 1，19歳男性s 前方への脱臼を祥なう軸種歯状突
起骨折。症例 2. 17議男性，後方への説臼を伴なう軸種
茜状突起骨折。今居我々は，これらの治療経験を報告す
ると同時に，正常解剖屍体より期出した軸権歯状突起察
本に，硬組織学的検索を加え，①年齢の進行による骨の
粗繋化の程度，②骨梁の部柱部定量化，@環椎・轄椎関
節をはさむ，環誰前弓及び軸椎内部骨梁の特徴，④Syn-
chondrosisの存在につき，報告した。 
6. 	 Halo・pelvictraction (H-P-T)術後における上盈
頚誰の変往について
。山岡詔義，東山義藷，増田純男
(千大〉
宮原孝一(千大・放射線〉 
H-P-T街後における頚権の合併症については多くの
